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2広報せきかわ　2019・９月号

　
８
月
15
日
、
第
65
回
関
川
村
成

人
式
が
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
55
名
。
式
典

に
は
40
名
が
参
加
し
、
久
し
ぶ
り

の
同
級
生
と
の
再
会
を
喜
び
、
会

場
の
あ
ち
こ
ち
で
話
に
花
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
加
藤
村
長
が
新
成

人
た
ち
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
あ

い
さ
つ
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、
新
野
樹

さ
ん
︵
南
赤
谷
︶
が
﹁
盛
大
に
私

た
ち
の
門
出
を
お
祝
い
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
成

人
と
し
て
の
喜
び
を
か
み
し
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ふ
る
さ

と
関
川
村
を
自
分
た
ち
の
誇
り
と

し
て
心
に
刻
み
、
こ
う
し
て
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

社
会
人
と
し
て
役
立
つ
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
用
意
さ
れ

た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
は
、
小
中
学

時
代
の
恩
師
や
、
保
育
園
時
代
の

先
生
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
、
会
場
は
笑
顔
に
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令和元年度　関川村成人式令和元年度　関川村成人式

新成人 55名　新たな門出新成人 55名　新たな門出



3 広報せきかわ　2019・９月号

山

本

尚

人
さ
ん
︵
小
見
︶

　
久
し
ぶ
り
に
友
人
た
ち
と
会
い
、
大
人
に
な
っ
た
彼

ら
を
み
て
、
時
の
な
が
れ
る
早
さ
を
実
感
し
ま
す
。

沢

田

茉

優
さ
ん
︵
大
島
︶

　
健
康
に
生
き
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
両
親
、
地

域
の
方
に
恩
返
し
し
て
い
き
ま
す
。
大
好
き
な
関
川
村

で
、
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊

藤

大

輝
さ
ん
︵
聞
出
︶

　
み
ん
な
立
派
な
大
人
に
な
っ
た
姿
を
見
て
大
き
な
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

瀬

賀

百

花
さ
ん
︵
下
関
︶

　
関
川
村
に
生
ま
れ
育
ち
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
自

分
の
夢
を
か
な
え
て
、
関
川
村
の
人
た
ち
に
成
長
し
た

姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

平

田

和

真
さ
ん
︵
平
内
新
︶

　
か
つ
て
同
じ
教
室
で
勉
学
に
励
ん
だ
仲
間
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
進
み
、
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
、
日
々
を
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

今
後
の
活
動
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

駒

沢

　

優
さ
ん
︵
鍬
江
沢
︶

　
関
川
村
を
離
れ
て
住
ん
で
み
て
、
改
め
て
関
川
村
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
長
し
て
か

ら
戻
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
ま
す
。

◀
実
行
委
員
を
務
め
た
４
人



4広報せきかわ　2019・９月号

　
村
の
長
寿
番
付
と
し
て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
20
人
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
16
日
の
敬
老
の
日
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
日
ご

ろ
の
感
謝
を
伝
え
、
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　
村
の
総
人
口
は
５，

５
１
６
人
︵
7
月
末
現
在
︶。
そ
の
う
ち
65
歳

以
上
の
人
口
は
、
２，

２
３
９
人
で
全
体
の
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

＊長寿者ご本人または家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。

村 の 長 寿 者 番 付
＊８月25日現在（敬称略）

氏　　名

高　木　秀　夫

五十嵐　美　夫

菅　原　勝　雄

大　島　彦　吉

　井　正　二

駒　沢　平　治

板　垣　幸　衛

児　玉　五　郎

鈴　木　　　弘

新　野　龍之輔

鈴　木　虎　雄

伊　藤　寅　雄

河　内　有　次

渡　邉　寅　雄

船　山　太一郎

加　藤　廣　吉

伊　藤　健　治

佐　藤　　　武

三　須　眞次郎

池　田　市　藏

集落名

高　瀬

上川口

片　貝

上野新

下　関

鍬江沢

上　関

片　貝

下　関

下川口

下　関

久　保

大　石

打　上

沼

湯　沢

田麦千刈

上　野

下　関

下川口

氏　　名

駒　沢　タツイ

伊　藤　十九江

渡　辺　ヒ　デ

河　内　キ　ク

伊　藤　ウメノ

鈴　木　ミ　ツ

伊　藤　マスミ

河　内　ハルイ

佐　藤　ナ　ヲ

横　山　ハ　ナ

伊　藤　サ　ヨ

新　野　ミヨシ

渡　邉　モ　ト

松　坂　ア　ヤ

近　　　キ　ク

髙　橋　ア　ラ

駒　沢　チヤウ

板　越　ヨ　子

鳥　屋　キミ子

山　口　ク　ラ

集落名

湯　沢

下川口

湯　沢

上野山

湯　沢

蛇　喰

下　関

大　石

下　関

安　角

下　関

湯　沢

上　関

小和田

上土沢

大　石

湯　沢

幾　地

宮　前

蛇　喰

年齢

100

97

97

97

96

96

94

94

94

93

93

93

93

93

93

93

93

92

92

92

年齢

102

101

100

99

99

99

99

98

98

98

97

97

97

97

97

97

97

97

97

97









































男　　　　性 女　　　　性

9月16日は

 敬 老 の 日



5 広報せきかわ　2019・９月号

・応募期間
　９月１日～11月31日

・応募方法
　①関川村観光協会Instagram公式アカウント

　（@sekikawa_vill）をフォロー

　②コメント欄に「#sekikawaフォトコン」を付けて投稿

　※１投稿につき写真は１点とします。

　　１投稿に写真を複数枚投稿した場合は１枚目を選考対象と

します。投稿回数は問いません。応募期間中はアカウント

を公開設定とします。

・入賞景品
　＊いいね！賞（１名）：いいね！が一番多い写真

　　　（関川村温泉ペア利用券１万円分＋さといも焼酎）

　＊村長賞　　（１名）：村長が選ぶ写真 （猫ちぐら大）

　＊副村長賞　（１名）：副村長が選ぶ写真

　　　（女川ハムギフトセット）

　＊観光協会賞（１名）：村観光協会が選ぶ写真

　　　（関川産コシヒカリ10㎏）

・入賞者発表
　令和元年12月以降に入賞者には村アカウント

　（@sekikawa_vill）からダイレクトメッセージにて通知し、

　全体には関川村公式Twitter、村観光協会Instagram、

　村HP、広報紙で通知します。

　※投稿された写真の使用権は村が保有し、村のPR活動に使

　　用できるものとします。

〈問い合わせ〉
　　詳細については、村ホームページまたは総務政策課観光

　　・地域政策室へ　TEL  64−1478

★関川村の魅力ある写真を発信するため、Instagramを活用

　したフォトコンテストを開催します！

★テーマは関川村の秋を感じさせる写真！

★受賞された方には豪華景品を贈呈！

★「関川村の秋」をパシャパシャ撮って、お気に入りの１枚

　をInstagramに投稿しよう！

Sekikawa
フォトコンテスト2019
ぜひご応募ください！

Sekikawa
フォトコンテスト2019
ぜひご応募ください！



6広報せきかわ　2019・９月号

　
職
場
・
学
校
で
の
い
じ
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、

﹁
こ
れ
は
人
権
上
問
題
で
は
？
﹂
と

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談

の
他
の
相
談
先
を
紹
介
し
ま
す
。

○
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
新
潟
地
方
法
務
局
村
上
支
局

☎
５
３

−

２
３
９
１

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　﹁
い
じ
め
﹂、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談
電

話
で
す
。﹁
い
じ
め
﹂、
親
か
ら
の
虐

待
な
ど
、
先
生
や
保
護
者
に
も
話
せ

な
い
悩
み
ご
と
に
も
応
じ
る
﹁
子
ど

も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
﹂
を

希
望
の
場
合
も
こ
ち
ら
へ
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０

−

０
０
７

−

１
１
０

︵
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︶

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
等
、
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

専
用
相
談
電
話
で
す
。

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

︵
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

狙
わ
れ
る
個
人
情
報

　

こ
こ
数
年
、
申
請
書
類
を
偽
造
す

る
な
ど
し
て
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
取
得
し
た
り
、
職
歴
、

携
帯
電
話
の
情
報
、
車
両
情
報
な
ど

が
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
持
ち

出
さ
れ
た
り
す
る
事
例
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
交
際
相
手
の

調
査
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
振
り
込

め
詐
欺
、
悪
質
な
商
品
販
売
に
利
用

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
私
た
ち

の
個
人
情
報
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
く
そ
う
身
元
調
査

　

出
身
地
、
国
籍
、
家
族
関
係
、
職

業
な
ど
を
理
由
に
、
排
除
や
差
別
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
調

査
は
、「
身
元
調
査
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
は
人

生
を
左
右
し
、「
い
の
ち
」
に
も
か
か

わ
る
重
大
な
人
権
侵
害
行
為
と
な
り

ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
相
談
を
！

高
め
よ
う
！

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

「
本
人
通
知
制
度
」
に

登
録
し
よ
う
！

「
本
人
通
知
制
度
」に

登
録
を

　

村
で
は
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
本
籍
地
や
家
庭
状
況
な
ど
を
調

べ
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

「
住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付

に
係
る
本
人
通
知
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
第
三
者
に
交
付
し

た
場
合
に
、
交
付
し
た
事
実
を
、
事

前
に
登
録
し
た
人
に
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　

登
録
は
か
ん
た
ん
で
す
。
あ
な
た

や
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
個
人
情
報

を
守
り
、
身
元
調
査
を
な
く
す
た

め
、
ぜ
ひ
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
方
法
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　

住
民
税
務
課

　
　

（
☎
６
４

－

１
４
７
１
）
へ

　
　
　

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
の
ひ
ろ
ば

総務政策課
総 務 班

☎64−1476

ご
存
じ
で
す
か
？　

人
権
三
法

ご
存
じ
で
す
か
？　

人
権
三
法

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
３
つ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

１　
障
害
者
差
別
解
消
法

　
す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
法
律
で
す
。

２　
部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
そ

の
状
況
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
「
部
落
差

別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
部
落
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
法
律
で
す
。

３　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

　
日
本
に
住
む
日
本
以
外
の
出
身
者
や
子
孫
に
対
す
る
差
別
意
識
を

助
長
・
誘
発
し
、
地
域
社
会
か
ら
排
斥
す
る
こ
と
を
扇
動
す
る
よ
う

な
言
動
の
解
消
を
め
ざ
す
法
律
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
人
権
だ
け
で
な
く
他
人
の
人
権
に

つ
い
て
も
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
の
人
権
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
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―全国大会出場選手―　　　　　※敬称略

■ビーチバレー

▷佐藤　陽菜（村上桜ケ丘高校３年・湯沢）

　（後列左から１番目）

■柔道

▷渡邉　蒼菜（開志国際高校１年・上関）

▷小池　優佳（新潟第一高校１年・下関）

（後列左から３番目）

■軟式野球

▷石田　夢來（関川中学校１年・下関）

（後列左から２番目）

―北信越大会出場選手―
■ソフトテニス（前列右から）

▷佐藤　優依（関川小学校６年・朴坂）

▷大沼　　葵（関川小学校５年・上土沢）

▷鈴木　惺那（関川小学校５年・南中）

▷近　梨里菜（関川小学校３年・上関）

▷石井　　凜（関川小学校４年・下関）

（後列右から）

▷近　　愛理（関川小学校６年・上関）

▷松田　紗和（関川小学校５年・辰田新）

▷佐藤　花穂（関川小学校５年・松平）

大きな舞台で活躍！大きな舞台で活躍！大きな舞台で活躍！

～ がんばれ！ 関川っ子表彰 ～～ がんばれ！ 関川っ子表彰 ～

　８月６日、青少年育成関川村民会議（山口
良明会長）は「がんばれ！関川っ子激励会」
を村民会館で開催しました。激励会には、村
教育委員会や保護者など関係者約３０人が出
席。全国大会や北信越大会に出場した選手、
これから出場する選手にエールを送りました。

ゆ　ら

せ　な

学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　７月18日、１年生は大したもん蛇まつり初参

加に向け、まつりの歴史について講話を聴いた

後、担ぎ方練習を行いました。心構えもできて、

当日は先輩や一般の方々と、威勢よく練り歩く

ことができるはずです。地域の活動に参加する

楽しさを味

わい、地域

を支える存

在に育って

いってほし

いと思いま

す。

【将来につながる体験をしています】

関川プライド　〜 挑戦の年に 〜

　２年生は、７月24日から３日間、職場体験学

習を行いました。

　毎朝学校から各所へ出

勤し、職員の皆さまから

仕事の何たるかをご指導

いただき、生徒は働くこ

とのよさ、おもしろさを

感じていました。

　生徒を快く受け入

れてくださった事業

所の皆さま、本当に

ありがとうございま

した。

　３年生は、夏休みから本格的に体育祭準備の

リーダーを務めてきました。今年度のスローガ

ンは「全力疾走　〜共につながり目標に向かっ

て〜」。赤軍、黄軍ともに、応援のパフォーマ

ンスづくり、パネル制作に力を注ぎました。リ

ーダーを中心に、アイデアを出し合い、仲間と

相談しながら創り上げる体育祭の伝統が、後輩

にも引き継がれています。当日は、関川中のパ

ワーが炸裂

す る 熱 い

１日になる

こと間違い

なしです。
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今
月
の
話
題
は
、
国
民
文
化
祭
に
つ
い
て

で
す
。

　
９
月
15
日
か
ら
77
日
間
、﹁
第
34
回
国
民
文

化
祭
・
に
い
が
た
２
０
１
９
﹂
が
新
潟
県
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
７
つ
の
エ

リ
ア
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
文
化
に
触
れ
る
事
業
が
県

内
各
地
で
行
わ
れ
、
関
川
村
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
渡
邉
邸
を
は
じ
め
と
し
て
18
世
紀
の
街
並

み
を
今
に
残
す
関
川
村
は
、
村
上
・
新
発
田

エ
リ
ア
の
テ
ー
マ
で
あ
る
﹁
旧
街
道
の
栄
華

を
今
に
伝
え
る
阿
賀
北
の
お
屋
敷
・
庭
園
街

道
﹂
の
中
心
で
す
。
紅
葉
が
一
番
映
え
る
11

月
に
は
﹁
関
川
村
の
お
屋
敷
と
庭
園
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
﹂
と
し
て
、
渡
邉
邸
と
通
常
非
公
開

の
佐
藤
邸
や
津
野
邸
を
拝
見
で
き
、
東
桂
苑

で
の
昼
食
と
渡
邉
邸
で
の
呈
茶
席
が
付
く
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
渡
邉
邸
に
お
い
て
は
、
期
間
中
、﹁
米
沢
街

道
歴
史
講
演
会
﹂
、
﹁
せ
き
か
わ
竹
灯
籠
と
月

明
り
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
も
開
催
。
多
く
の
村
内

外
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
、
関
川
村
の
魅

力
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
、
さ
ら
な
る

観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
﹁
マ
イ
タ
ウ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９

in 

せ
き
か
わ
﹂
は
、
プ
ロ
の
音
楽
家
集
団
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ビ
リ
ー
に
よ
る
弦
楽
五
重
奏

で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
村
で
は
聴
く
機
会
の

少
な
か
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
な
ど

弦
楽
器
に
よ
る
生
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

　﹁
せ
き
か
わ
歌
と
踊
り
の
祭
典
﹂
は
、
例

年
開
催
し
て
い
た
村
内
の
文
化
・
芸
能
活
動

の
発
表
の
場
だ
っ
た
村
民
芸
能
祭
を
、
今
年

は
国
民
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
行
う
も
の
で
、

村
に
縁
の
あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
河
内
紀
恵

さ
ん
の
ミ
ニ
リ
サ
イ
タ
ル
や
地
域
伝
統
の
民

俗
芸
能
発
表
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
文
化
祭
の
関
連
事
業
と
し
て
、

陸
上
自
衛
隊
第
12
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
も

行
わ
れ
、
そ
の
際
に
は
、
関
川
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
と
の
共
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
文
化
祭
は
、﹁
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
﹂
と
一
体
開
催
さ
れ
ま
す
。
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽
し
み
、
感
動

を
分
か
ち
合
い
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　﹁
こ
こ
ろ
の
つ
ど
い
﹂
で
は
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
体
験
や
、
福
祉
施
設
の
作
品
展
示
・

製
作
品
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
し

て
、
触
れ
合
う
こ
と
で
、
関
川
の
文
化
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

〇
問
い
合
わ
せ
は
、

　
教
育
委
員
会
教
育
課
　
生
涯
学
習
班
ま
で

村
長
室
か
ら

　地域おこし協力隊に新たな仲間が加わりました。

　新しく村で活動されるのは、青木智義隊員です。活動の内容は、

森林資源を活用した商品の開発と、森林セラピーの普及などです。

　青木さんは、村民会館内の自然環境管理公社に席があり、８月１日

から活動を開始しています。

　関川村を選んで来てくれた青木さんに、１日も早く村を知っても

らえるよう皆さんのお声がけをお願いします。

新たに地域おこし協力隊が着任！
森林資源の活性化へ  青木智義さん活動開始！

青
木
さ
ん
自
己
紹
介

　
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
山
形
県
上
山
市
か
ら
下
関
に
越

し
て
来
ま
し
た
青
木
智
義
で
す
。

　
こ
こ
関
川
村
は
、
古
民
家
や
温
泉
、

ダ
ム
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、
上
山
市

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
私
は
動
物
が
好
き
で
、
騎
手
を
や

っ
て
い
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
馬
な

ど
で
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
や
、
緑
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

な
ど
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
と
同
じ
よ
う
な
匂
い
の

す
る
関
川
村
で
、
私
に
で
き
る
こ
と

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
く
村
に
慣
れ
る
よ
う
に
村
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▲大石ダムまつりで早速活動に
　参加した青木さん
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　民家火災の中、高齢者夫婦を救助したとし

て、中条高校１年の齊藤彩依さん（下関）と

本田夏規さん（胎内市）に新発田地域広域事

務組合消防本部から感謝状が贈られました。

　火災は、胎内市で６月16日に発生したもの。

このとき２人は友人宅を訪ねる途中で現場を

通りかかりました。住宅内で炎が２ｍほど上

がっているのが見えたため、本田さんがすぐ

に110番通報。玄関をノックして「大丈夫で

すか」と声を掛けると高齢夫婦が出てきた

そうです。「すぐに避難してください！」と

外に誘導しましたが、夫は興奮し、何度も家

の中に戻ろうとしたため、本田さんは背後か

ら抱きかかえ、必死で安全な場所へ避難させました。

　齊藤さんは、足の不自由な妻を介助しながら安全な場所まで一緒に歩きました。ずっと震えていたので、

「大丈夫ですよ」と声を掛けたそうです。

　火災は、駆け付けた警察官が消火したため、部分焼にとどまり、夫婦にけがはありませんでした。

　後日、２人は夫婦宅に招かれ、「あのときはありがとう」とお礼を言われたとのこと。「とっさの行動で

した。なによりもけがなく、助かってよかったです」と笑顔で振り返っていました。

齊藤彩依さん（下関）
　　　燃える民家から老夫婦救助！

あ い

なつ き

　
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
の
村
後
援
会
が
こ
の
ほ
ど

設
立
。
８
月
２
日
、
あ
ら
か
わ
荘

で
設
立
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
約

40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
村
上
市
岩
船
郡
で

圏
域
後
援
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
７
月
に
同
チ
ー
ム
が
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
登
録
を
県
内
全
市
町

村
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

村
単
独
で
後
援
会
を
組
織
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
、
以
前
か
ら
同
チ
ー

ム
の
熱
心
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

加
藤
村
長
が
就
任
。
会
場
に
野
澤

洋
輔
選
手
と
是
永
大
輔
社
長
が
登

場
す
る
と
、
会
場
内
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
が
一
気
に
上
昇
。
野
澤
選
手
が

実
際
に
使
用
し
て
い
た
Ｇ
Ｋ
グ
ロ
ー

ブ
や
応
援
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
抽
選

会
、
記
念
撮
影
、
サ
イ
ン
会
が
行

わ
れ
、
会
場
内
は
ス
タ
ジ
ア
ム
さ

な
が
ら
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
観
戦
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ

れ
る
予
定
で
す
。
会
員
も
募
集
中

で
す
。

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

☎
０
２
５

−

２
８
２

−

０
０
２
２

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

村
に
後
援
会
が
設
立
！

▶
村
長
と
握
手
す
る
野
澤
洋
輔
選
手︵
右
︶
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　８月４日、村が主催する「ラジオ体操出前講

座」が大石公会堂で行われました。これは、ラ

ジオ体操の正しく効果的なやり方の普及と体操

習慣の定着の推進を目的とし、広報せきかわで

募集したところ、大石集落から応募があり、こ

のたびの開催に至りました。

　当日は、高齢者から子どもまで約20名が参加。

村スポーツ推進員が講師となり、解説役とモデ

ル役に分かれて、一つひとつの動きをていねい

に説明しながら指導していました。体操後はじ

んわり汗をかいている方が多く、「今までやっ

てきた体操がどんなに本当のラジオ体操からか

け離れていたのかがよくわかった」などの声が

ありました。

　村では、ラジオ体操出前講座希望される集落

を募集しています。

　問い合わせ：健康福祉課　☎ 64−1472

ラジオ体操の
正しいやり方とは？

　
７
月
28
日
、
大
石
ダ
ム
と
村
観

光
協
会
な
ど
が
主
催
す
る
﹁
お
お

い
し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り
﹂
が
大
石

ダ
ム
湖
畔
県
民
休
養
地
で
開
か
れ
、

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
関
川
小
学
校
児
童
に
よ
る
龍
泉

太
鼓
で
幕
を
開
け
た
ま
つ
り
は
、

乗
馬
体
験
や
木
工
教
室
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
迷
路
、
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
大
石
ダ
ム
や
大
石

発
電
所
な
ど
、
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
内
部
の
見
学
は
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

外
は
30
度
を
超
え
る
気
温
で
し
た

が
、
ダ
ム
内
部
は
12
度
ほ
ど
と
、

思
わ
ず
﹁
も
う
外
に
は
出
な
い
﹂
と

声
を
上
げ
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は

お
待
ち
か
ね
の
﹁
魚
の
つ
か
み
ど

り
﹂
で
す
。
最
初
は
魚
の
動
き
が

速
く
、
な
か
な
か
捕
ま
え
ら
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
後
半

に
な
る
と
そ
の
動
き
に
も
慣
れ
、

次
か
ら
次
へ
と
魚
を
袋
に
入
れ
て

い
ま
し
た
。
汗
や
水
し
ぶ
き
で
服

が
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り
な
が
ら

も
、
魚
が
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た
袋

を
保
護
者
に
見
せ
る
顔
は
、
こ
の

日
一
番
の
笑
顔
で
し
た
。

ダ
ム
の
中
は
ひ
え
っ
ひ
え

ダ
ム
の
中
は
ひ
え
っ
ひ
え

今
年
も
大
石
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り
は
大
盛
況

　夏の交通事故防止運動に合わせ、７月31日、国

道113号川口橋のチェーン着脱所に交通安全指導

所が開設されました。

　ドライバーへの呼びかけ運動は毎年春と夏に行

っている恒例行事。当日は、村上地区交通安全協

会関川支部、村の交通安全指導員、村上警察署な

ど約20人が参加しました。

　今回は、「ニコニコ笑顔で交通安全」という意味

を込め、関川村産の玉ねぎ２個と、交通マナーの

啓発チラシを配布しました。山形方面からの自動

車をチェーン着脱場に誘導し、「交通安全、気をつ

けてください」と呼びかけると、ドライバーも

「ありがとう、気を付けます」と安全運転で出発

していきました。

　７月31日現在、村上警察署管内における交通人

身事故は52件で昨年よりも７件増加しています。

ドライバーの皆さん、交通安全を心掛けましょう。

村産玉ねぎで交通安全

交通安全指導所開設
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　8月3日、子どもたちに自分で作った料理をきっ

かけに健康について学んでもらおうと、村民会館

を会場に、村と食生活改善推進員の協働で子ども

健康教室を開催しました。

　当日は、子どもたちや保護者、関係者など約20

人が参加。子どもたちは大人のサポートを受けな

がら、真剣な表情で調理していました。できあが

った料理をみんなで食べると、あちこちで笑顔が

あふれていました。

　その後、社協の歯科衛生士から歯磨きはちょこ

ちょこ磨きが大切であることや鼻呼吸の重要性な

どの講話、体操と運動の実践では、小林雅子さん

（下関）から、集団ジャンケンやタオルを使って

遊びながらできるものなど、多種多様な体操が用

意され、参加者はもちろん、従事者も終止笑いの

絶えない楽しい時間になりました。

食・歯・運動の大切さ

子ども健康教室
　上土沢竹灯籠の会（代表：米野雄三さん）が主

催した今年５年目になる「竹灯籠に迎え火を」が

８月13日、旧土沢小学校のグラウンドで盛大に開

催されました。

　今年は大学と連携した地域活性化事業の一環と

して新潟大学の学生も手伝いに加わり、額の汗を

ぬぐいながら黙々と竹灯籠を並べていました。そ

うして並べられた竹灯籠の本数は14,000本。当日

は、たくさんの竹灯籠に火を灯そうと多くの参加

者が集まりました。

　特設ステージでは、篠笛や三味線、ギター、ハ

ーモニカなどによる演奏が行われ、幻想的な灯り

と音楽で先祖を迎えました。

　代表の米野さんは、「今年は“霧出の里”をテー

マに制作しました。中央には”きずなの塔“を建

設。たくさんの皆さんに来場いただき喜んでもら

えてよかった。この日のために１年間準備してき

た甲斐がありました」と振り返っていました。

第
４
回 

関
川
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
100

汗
と
涙
と
絆
で
ゴ
ー
ル
！

　
村
の
小
学
生
19
人
が
、
山
形
県

米
沢
市
か
ら
関
川
村
ま
で
５
日
間

で
１
０
０
㎞
を
歩
く
﹁
関
川
子
ど

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
﹂
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
試
練
を
乗
り
越
え

た
感
動
体
験
を
通
じ
、
人
と
し
て

成
長
し
て
ほ
し
い
と
今
年
で
４
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
は
米
沢
市
内
を
巡
検
、

６
日
に
米
沢
市
を
出
発
し
た
一
行

は
、
30
度
を
超
え
る
連
日
の
猛
暑

の
中
、
お
互
い
に
協
力
し
、
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
中
学
生

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
の

学
生
、
自
衛
隊
員
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
歩
き
続
け
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
、
心
配
そ
う
に
保
護

者
ら
が
ゴ
ー
ル
の
渡
邉
邸
前
で
待

っ
て
い
る
と
、
疲
れ
を
み
せ
な
が

ら
も
し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り
で

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

成
長
し
た
わ
が
子
の
姿
を
見
て
、

涙
な
が
ら
に
子
ど
も
を
抱
き
寄
せ

る
保
護
者
の
姿
も
あ
り
、
閉
会
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
お
互
い
に
苦
難

を
乗
り
越
え
た
努
力
を
称
え
、
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

14,000本の竹灯籠で迎え火
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　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得

額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支援する

ために、年金に上乗せして支給されるものです。

　受け取りには、請求書の提出が必要です。

○対象となる方

　①老齢基礎年金を受給している方（以下の全てを満

たす方）

・65歳以上である

・世帯員全員が市町村民税非課税

・年金収入額とその他所得額の合計が約88万

円以下

　②障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方

・前年の所得額が約462万円以下

○請求手続き

　①平成31年４月１日以前から年金を受給している方

　→日本年金機構から請求手続きの案内が９月上旬か

ら順次届きます。

　②平成31年４月２日以降に年金を受給し始めた方

　→年金事務所または役場で手続きしてください。

問い合わせ

給付金専用ダイヤル　0570−05−4092

　このたび、村選挙管理委員の任期満了に

伴う改選の結果、次のようになりましたの

でお知らせします。

▽委員長　　　近　　祐治（上関）

▽委員長代理　須貝　　勉（高田）

▽委　員　　　橋かな江（下関）

　　　　　　　新野　林一（南赤谷）

※敬称略

　任期は、令和元年８月６日から令和５年

８月５日までの４年間です。

　なお、この改選によって一般委員として

12年、村選挙管理委員長として６年にわた

り務めてこられました 伊藤 敏さん（下川

口）が退任されました。長い間大変おつか

れさまでした。ありがとうございました。

宝
く
じ
助
成
で

　
　
　
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゆ
さ
わ
で
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
湯

沢
集
落
セ
ン
タ
ー
と
沢
集
落
セ
ン
タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、

座
イ
ス
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
助
成
は
、
︵
一
財
︶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て

い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
で
す
。
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て
、
地
域
で
行
う

事
業
ま
た
は
活
動
に
必
要
な
施
設
・
設
備
の
整
備
等
へ
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

▲エアコン▲テレビ

▲テーブル▲座イス

年金生活者支援給付金制度
10月1日からはじまります
年金生活者支援給付金制度
10月1日からはじまります

村選挙管理委員長に

近　祐治さんが就任

日本年金機構からのお知らせ日本年金機構からのお知らせ
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　健康福祉課福祉保険班　☎６４−１４７２

ジェネリック医薬品を上手に利用しましょう

ジェネリック医薬品とは
　ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許期間の終了後に、

同じ成分を使って製造されるもので、効き目や安全性が確認された低価格なお薬です。

ジェネリック医薬品を使用するには
　ジェネリック医薬品に切り替えるには、医師の診察や

同意が必要です。まずは、かかりつけの医師や薬剤師に

ご相談ください。

「ジェネリック医薬品希望カード」を活用しましょう
　「ジェネリック医薬品希望カード」を提示して、切り替え

の意思があることを伝える方法もあります。

　左のカードは、健康福祉課の窓口にも用意しています。

★ 新潟県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されている薬をジェネリック医薬品に

切り替えた場合に、薬にかかる自己負担額が一定額以上軽減する方へ「ジェネリック

医薬品に関するお知らせ」を送付しています。

★ このお知らせによって、必ずジェネリック医薬品に切り替えなければならないもので

はありません。

安価で経済的です
　ジェネリック医薬品は、先発医薬品と比
べて価格が安いのが特徴です。
　先発医薬品をジェネリック医薬品に切り
替えることで、ほぼ同等の効き目や安全性
があるお薬を使いながら、お薬代を減らす
ことができます。
　医療費が削減されることから医療保険制
度の安定的な運営も期待できます。

効き目や安全性は先発医薬品と
ほぼ同等です

　ジェネリック医薬品の有効成分は、先発
医薬品において使用されており、その成分
の有効性や安全性は確認されています。
　国では、ジェネリック医薬品が先発医薬
品と同レベルの品質・有効性を有するかど
うかについて、厳格な審査を行っています。
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いきいきライフ
健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

いきいきライフ

　平成18年に自殺対策基本法が制定され、自殺で亡くなる人は年々減少するなど成果を上げています。しかし、当村

の自殺死亡率は過去10年間でみると全国や県よりも高く推移しており、さらなる自殺対策の推進が必要です。

このような現状を踏まえ、村では2019年３月に「関川村自殺防止計画」を策定しました。

＜関川村での自殺防止対策＞

　自殺は、その多くが追い込まれた末の死です。自殺の背景には、精神保健上の問題だけでなく、過労、生活困

窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立等の様々な「社会的要因」があることが知られています。村では、「生きる

ことの阻害要因（リスク要因）」を減らし、「生きることの促進要因（自殺に対する保護要因）」を増やす取り組

みを行います。地域における「生きることの支援」を地域全体で考え、誰も自殺に追い込まれることのない社

会を目指して対策を進めていきます。

＜関川村自殺防止対策の基本施策＞

　地域におけるネットワークの強化、自殺対策を支える人材の育成、村民一人ひとりへの啓発と周知、生きるこ

との促進要因への支援、児童生徒へＳＯＳの出し方に関する教育を行っていきます。

＜重点施策＞

　自殺のハイリスク群である高齢者、生活困窮者、障がい者、ライフイベント等により悩みを抱えやすい子ども

・若者、働き盛り世代に対し、関係機関と連携をとりながら取り組みを推進します。

＜計画の推進体制＞

　自殺対策は、家庭や学校、職域、地域など社会の全般に関係しています。そのため、幅広い関係機関・団体で

構成される「関川村自殺防止対策推進協議会」を設置し、関係機関で一体となって対策を推進していきます。ま

た、役場庁内各課でも連携を強化し対策を総合的に推進します。

＜大切な命を守るため、村民の皆さんにお願いしたいこと＞

「気づき」家族や仲間の変化に気づいて、声をかける

「傾聴」本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

「つなぐ」早めに専門家に相談するよう促す

「見守り」温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

＜こころの悩み相談窓口＞

新潟県こころの相談ダイヤル：0570-783-025（24時間　365日相談できます。）

村上保健所：☎0254−53−8369

９月は

新潟県自殺対策
推進月間です

～たった一人のあなたです
たった一つの命です～

９月は

新潟県自殺対策
推進月間です

～たった一人のあなたです
たった一つの命です～

キャンペーンキャラクター「みまもリン」
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﹁
漢
方
よ
も
や
ま
話
﹂

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

173

　
生
薬
を
組
み
合
わ
せ
た
薬
剤
が

漢
方
薬
で
す
が
、
漢
方
薬
以
外
の

薬
の
総
称
が
な
い
た
め
今
回
仮
に


新
薬

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

　
新
薬
は
化
学
合
成
や
培
養
細
胞

で
精
製
さ
れ
た
薬
剤
で
あ
り
、
必

ず
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

性
質
に
﹁
絶
対
﹂
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
新
薬
は
誰
が
使
用
し
て
も
、

多
少
の
個
人
差
は
あ
っ
て
も
必
ず

効
果
を
表
し
ま
す
。
例
え
ば
、
降

圧
剤
は
高
血
圧
患
者
さ
ん
へ
投
与

が
行
わ
れ
降
圧
作
用
を
示
し
ま
す

が
、
正
常
血
圧
の
人
が
間
違
っ
て

服
用
す
れ
ば
低
血
圧
に
な
り
、
低

血
圧
の
人
が
間
違
っ
て
服
用
す
れ

ば
血
圧
が
下
が
り
す
ぎ
て
シ
ョ
ッ

ク
を
来
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
で
治
療
に

抗
生
剤
が
使
用
さ
れ
る
と
原
因
菌

は
死
滅
し
ま
す
が
、
小
腸
や
大
腸

に
存
在
す
る
常
在
菌
︵
乳
酸
菌
や

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
︶
も
相
当
に
攻
撃

を
受
け
、
時
に
は
瀕
死
状
態
に
陥

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
薬
は
患
者

さ
ん
の
病
態
と
は
無
関
係
に
、
使

用
す
れ
ば
い
つ
で
も
同
じ
効
果
を

示
す
薬
剤
で
す
。
高
血
圧
の
人
が

服
用
し
た
時
だ
け
降
圧
作
用
を
示

し
、
病
気
の
原
因
菌
だ
け
を
死
滅

さ
せ
る
な
ど
と
い
う
都
合
の
よ
い

こ
と
は
決
し
て
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

全
て
の
漢
方
薬
は
新
薬
の
よ
う
な

﹁
絶
対
﹂
の
性
質
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
漢
方
薬
は
基
本
的
に
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
生
薬
の
力
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
が
、
生
薬
を
組
合
せ

る
こ
と
で
、
効
果
を
増
強
し
新
し

い
作
用
を
発
揮
し
、
そ
し
て
副
作

用
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
長
期
間
服
用
し
な
い

と
効
果
が
得
ら
れ
ず
、
急
性
期
の

治
療
に
は
不
向
き
と
み
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
漢
方
薬
は
生
薬
の
構
成

が
少
な
い
ほ
ど
速
効
性
が
あ
り
、

生
薬
の
構
成
が
多
い
ほ
ど
多
彩
な

症
状
へ
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
屯
用
で
の
使
用
や
複
雑
な

病
態
の
慢
性
疾
患
へ
の
対
応
に
も

有
効
と
な
り
ま
す
。

　
現
代
医
学
の
進
歩
は
救
急
医
療

の
進
歩
に
大
い
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た
。
救
急
医
療
は
急
激
な
身
体

機
能
の
障
害
や
喪
失
が
大
き
な
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
対
処
す
る
に
は
、
現
代

医
学
こ
そ
が
唯
一
の
手
段
で
す
。

し
か
し
、
現
代
医
学
は
あ
る
意
味

で
目
標
に
対
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
介
入
す
る
治
療
手
段
で
す
。

　
一
方
、
漢
方
医
学
は
全
体
を
良

く
し
て
障
害
部
分
を
改
善
し
て
い

く
治
療
手
段
と
言
え
ま
す
。
あ
る

症
状
を
薬
物
で
強
引
に
押
さ
え
込

む
の
で
は
な
く
、
免
疫
力
を
高
め
、

体
調
を
整
え
る
こ
と
で
い
つ
の
間

に
か
そ
の
症
状
を
和
ら
げ
て
し
ま

い
ま
す
。
森
に
例
え
れ
ば
、
病
気

の
木
が
あ
れ
ば
そ
の
木
だ
け
を
集

中
し
て
治
す
の
が
現
代
医
学
、
森

全
体
の
環
境
を
整
え
て
病
気
の
木

も
治
そ
う
と
す
る
の
が
漢
方
医
学

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
現
代
医
学
が
得
意
と
す
る
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
介
入
と
、
漢
方
医
学

が
得
意
と
す
る
全
体
を
良
く
し
て

回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
効
力
、
こ

の
両
者
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て

﹁
病
態
﹂
に
対
処
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
医
療
は
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

新
潟
県
立
坂
町
病
院
　
消
化
器
内
科
　

姉

崎

一

弥

→
竹
灯
籠
で
迎
え
火

→
竹
灯
籠
の
準
備
を
手
伝
う

　
　
　
　
　
新
潟
大
学
の
学
生

←
大
石
ダ
ム
ま
つ
り

←
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俳

　

句

逆
さ
星
ウ
ユ
ニ
の
不
思
議
塩
の
湖

炳
霊
寺
ほ
ほ
笑
み
弥
勒
絹
の
道

小
さ
き
島
す
べ
て
に
優
し
ニ
ウ
エ
国

ブ
ー
タ
ン
の
幸
福
回
す
マ
ニ
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
川
村
在
住
　
好
︵
ハ
オ
︶

躍
動
と
い
う
こ
と
は
を
叩
き
も
崩
れ
日
あ
れ
ど

昇
る
は
嬉
し
陽
知
ら
ぬ
か
の
よ
に

須
貝
　
二
美
︵
高
田
︶

短

　

歌

さ
か
　
　
　
ぼ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み

へ
い
　
れ
い
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

ろ

く
や
さ

し
あ
わ
せ
　
ま
わ

186

関川村食生活改善推進員 の皆さん

トマトチーズリゾット
　８月３日開催の子ども健康教室で調理したレ
シピです。トマトはご家庭でとれたものをご活
用いただいても○。

・米　　　　　　　　200g 
・たまねぎ　　　　　１個（200g) 
・トマト缶（カット）　１缶 
・えのきだけ　　　　１袋 
・ピザ用チーズ　　　１袋 
・にんにく　　　　　１かけ 
・オリーブ油　　　　大さじ１ 
・白ワイン　　　　　3/4カップ 
・塩　　　　　　　　ひとつまみ 
・こしょう　　　　　少々

① 米はといで30分ほど浸水させ、炊く。
② たまねぎはみじん切りに、えのきだけはおがく

ずを切り落とし、４等分の長さに、にんにくは
包丁の背でつぶしてから刻んでおく。

③ 深めのフライパンに①のにんにくとオリーブ油
を入れ火にかける。

④ にんにくの香りがオリーブ油に移ったら、②の
たまねぎを炒める。

⑤ たまねぎがしんなりしたら、②のえのきだけを
加えて炒める。

⑥ 全体の具材がよく混ざったら、フライパンに白
ワインを加え、アルコールを飛ばす。

⑦ フライパンにトマト缶と①の米飯を加えて煮る。
⑧ ピザ用チーズ・塩・こしょうを入れて底から混

ぜ合わせ、味を調える。

（４人分）

大したもん蛇まつりおつかれさま
でした。来月号で特集します。
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☆
関
川
大
好
き
っ
子
が
こ
の
夏

に
行
っ
た
活
動
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

◎
愛
媛
県
宇
和
島
市
復
旧
支
援

　
活
動

①
ど
ん
な
活
動
な
の
で
す
か
？

　

み
か
ん
の
産
地
と
し
て
有
名
な

愛
知
県
宇
和
島
市
は
、
昨
年
の
７

月
に
起
こ
っ
た
西
日
本
豪
雨
災
害

に
よ
っ
て
み
か
ん
農
家
の
お
宅
と

園
地
に
深
刻
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
僕
は
、
土
砂
災
害
を
受
け
た

農
家
に
行
っ
て
土
砂
の
除
去
や
さ

ら
な
る
雨
の
被
害
予
防
の
た
め
、

土
の
う
を
積
む
作
業
を
手
伝
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
災
害
に
よ

る
み
か
ん
園

の
ダ
メ
ー
ジ

は
大
き
く
、

い
ま
だ
手
付

か
ず
の
箇
所

が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の

た
め
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
被
災
か
ら

１
年
あ
ま
り
が
経
過
し
た
現
在
も

園
地
の
復
旧
を
目
的
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
！

②
活
動
に
参
加
し
た
感
想
は
？

　

僕
は
、
活
動
を
行
っ
て
い
く
中

で
い
ま
だ
に
復
旧
の
手
が
回
っ
て

い
な
い
園
地
が
多
く
あ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
実
際
に
農
家
さ
ん

か
ら
は
﹁
今
は
み
ん
な
被
害
に
あ

っ
て
い
な
い
園
地
で
再
開
し
て
い

る
﹂
﹁
一
人
じ
ゃ
こ
う
い
っ
た
活

動
は
難
し
い
﹂
と
い
っ
た
声
を
聞

き
、
改
め
て
復
旧
の
難
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
お
話
か

ら
、
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
る
地
元
の
方
々
の
た
め
に
こ
れ

か
ら
も
復
旧
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

︵
法
政
大
２
年　

塚
原
幹
斗
︶

◎
長
岡
ま
つ
り
活
性
化
活
動

　

２
０
１
９

①
ど
ん
な
活
動
な
の
で
す
か
？

　

８
月
２
・
３
日
に
行
わ
れ
る
長

岡
ま
つ
り
の
運
営
補
助
が
主
な
活

動
で
、
内
容
と
し
て
は
観
覧
席
の

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

誘
導
や
チ

ケ
ッ
ト
の

も
ぎ
り
、

会
場
の
設

営
な
ど
で

す
。
ま
た

I
V
U
S
A

主
体
の
企

画
ブ
ー
ス
や
交
流
会
も
行
っ
て
い

ま
す
！
今
年
度
の
活
動
で
は
初
め

て
の
試
み
と
し
て
現
地
と
の
意
見

交
換
会
の
場
を
設
け
、
今
後
の
活

動
に
向
け
て
I
V
U
S
A
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
！

②
活
動
に
参
加
し
た
感
想
は
？

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
本
活
動

は
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
感
謝
状

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
交
流

会
で
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し

て
平
原
綾
香
さ
ん
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
！
募
金
を
し
て
く

れ
る
お
客
さ
ん
や
地
域
の
方
の
温

か
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
期
待

を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
今
後
も
精

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
！

︵
立
命
館
大
４
年　

南
本
一
樹
︶

☆
来
月
は
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

の
活
動
報
告
を
し
ま
す
！！

基本枠の１倍から
４倍まで用意
年間３回以上の
プランで
広告掲載料

15％以上OFF！

総発行部数 2,600部 ！
　村内をはじめ、ふる里会員、村人会など
　　　　　首都圏にいる方にも配布
　・企業宣伝　・イベント宣伝　等々

基本枠の１倍から
４倍まで用意
年間３回以上の
プランで
広告掲載料

15％以上OFF！

基本枠実寸大（縦4.5㎝×横9㎝）
1回 村内業者 4,000円
1回 村外業者 6,000円
申し込み・お問い合わせは

総務政策課　0254－64－1476

広
報
せ
き
か
わ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
大
募
集
！



　
８
月
２
日
か
ら
、
緑
の
少
年
団

は
一
泊
二
日
の
夏
合
宿
を
行
い
ま

し
た
。

　
２
日
正
午
に
村
民
会
館
に
集
合

し
た
団
員
21
人
は
、
ま
ず
、
大
石

18広報せきかわ　2019・９月号

村民会館図書室

　朝夕は少しずつ涼しくなり、空はすっかり秋らしくなりましたね。秋といえば「読書の秋」で

す。人生を変えるような素敵な一冊に出会えるといいですね。

「10ぴきのおばけの　　　
　　　　たんじょうび」

にしかわ　おさむ

「途中下車はできません」
山本　巧次

　「おばけのおたんじょうびはいつ？」
「おたんじょうびのケーキはいつたべら
れるの？」気になったおばけたちは色々
な人に聞きに行きますが・・・。

　終着駅で大逆転！！現役鉄道マンの

著者が贈る、鉄道ミステリー。

NEW！！ これよんで！！

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、９時〜17時まで開館しています。

高田〜沢〜女川 方面………………

大島〜片貝〜大石 方面……………

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

参加してくれたこどもたちにはかわいいシールをプレゼント！

21日は21日は おはなしのかい
絵本の読み聞かせとプチ工作

　ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキなおはなしの世界…。

ろうそくを使っての演出が幻想的です。家族みなさんでの

参加も大歓迎！プチ工作も参加費は無料です。

８（日）

22（日）

緑
の
少
年
団

　

一
泊
二
日
の
夏
合
宿

小
動
物
園
へ
乗
馬
体
験
に
向
か
い

ま
し
た
。
胎
内
市
の
松
原
ス
テ
ー

ブ
ル
ス
の
馬
に
団
員
一
人
ひ
と
り

が
ま
た
が
り
、
は
じ
め
は
、
腰
が

引
け
て
い
た
団
員
も
い
ま
し
た
が
、

乗
っ
て
み
る
と
見
え
る
景
色
の
違

い
に
感
動
。
﹁
も
う
一
回
！
﹂
と

何
度
も
乗
る
団
員
も
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
民
会
館
に
戻
り
、
木

の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
り
ま
し

た
。
木
の
板
に
小
枝
を
文
字
の
形

に
な
る
よ
う
に
ペ
ン
チ
を
使
っ
て

切
り
、
グ
ル
ー
ガ
ン
で
貼
り
つ
け

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
ふ

れ
る
プ
レ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
夜
は
、
胎
内
市
の
少
年

自
然
の
家
へ
。
こ
の
４
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
っ

た
建
物
に
団
員
は
興
奮
を
隠
し
き

れ
な
い
様
子
。
夕
食
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
終
え
、
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
の
一
日
目
が
終
わ
り
ま

し
た
。

　
二
日
目
は
、
カ
ヌ
ー
体
験
で
す
。

初
め
て
乗
る
団
員
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
し
だ
い
に
思
い
通
り

の
方
向
に
進
め
る
よ
う
に
な
り
、

川
幅
が
狭
く
な
る
上
流
に
向
か
っ

て
カ
ヌ
ー
を
漕
い
で
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
別
れ
の
と
き
。
た
く

さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
た
団
員
た

ち
は
一
回
り
大
き
く
成
長
し
、
保

護
者
の
元
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

　ＴＥＬ６４−２１３４
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大
会
結
果

＊
敬
称
略

第
30
回

全
日
本
女
子

軟
式
野
球
選
手
権
大
会

第
９
回

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上

第
11
回

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会

IN
小
千
谷

令
和
元
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技
大
会

第
１
回

SEK
IK

A
W

A

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

中
学
校
軟
式
野
球
大
会

（　　　　　　　　）

令和元年７月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,905世帯（ー１）
総 人 口　　5,516 人（−22）
　 男 　　　2,656 人（ー９）
　 女 　　　2,860 人（−13）

そう　　 や

●７月16日〜８月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

山本ヨシエ　さん　　92歳　　下　関

鳥屋　ミツ　さん　　92歳　　宮　前

渡邉ジュン　さん　　90歳　　　沢

平田　チン　さん　　94歳　　平内新

渡邉　敬市　さん　　91歳　　上　関

橋惠美子　さん　　65歳　　鮖　谷

駒沢　キヌ　さん　　83歳　　鍬江沢

佐藤　ムツ　さん　　85歳　　蔵田島

近　　初子　さん　　85歳　　若　山

須貝　秀之　さん　　54歳　　大　島

佐藤千代子　さん　　56歳　　蔵田島

お誕生おめでとうございます

颯　哉ちゃん（男）　中束

　　　　　　佐 　友之・美優 さん

す え な が く お 幸 せ に

　船　山　　　駿　さん　　打　上

（荒　木）紀　代　さん （村上市）

転入　７人　　転出　22人

出生　２人　　死亡　８人

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

人 の 動 き

■
期
日
　
８
月
３
日

■
会
場
　
関
川
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

■
成
績
　
優
勝※

関
川
中
・
黒
川
中

合
同
チ
ー
ム

■
期
日
　
８
月
９
日
〜
13
日

■
会
場
　
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

■
成
績
　
個
人
戦
の
部

女
子
70
㎏
級
　
二
回
戦
敗
退

　
小
池
優
佳
︵
下
関
︶

女
子
78
㎏
級
　
一
回
戦
敗
退

　
渡
邉
蒼
菜︵
上
関
︶

■
期
日
　
７
月
27
日

■
会
場
　
小
千
谷
市
白
山
公
園

■
成
績

︱
小
学
５
年
女
子
1
5
0
0
ｍ
︱

　
優
勝
　
　
岡
田
　
玲
那︵
下
関
︶

5
分
44
秒

︱
小
学
４
年
男
子
1
3
0
0
ｍ
︱

第
６
位
　
須
貝
　
來
翔︵
下
関
︶

5
分
01
秒

■
期
日
　
８
月
３
日

■
会
場
　
新
発
田
市
五
十
公
野
公
園

■
成
績

︱
小
学
５
・
６
年
女
子
8
0
0
ｍ
︱

　
優
　
勝

　
岡
田
　
玲
那︵
５
年
・
下
関
︶

2
分
37
秒
56

　
第
３
位

　
須
貝
　
汐
那︵
５
年
・
湯
沢
︶

2
分
48
秒
92

︱
小
学
４
年
以
下
男
子
1
0
0
ｍ
︱

　
第
５
位

　
山
本
哩
玖
斗︵
４
年
・
下
関
︶

15
秒
55

■
期
日
　
８
月
10
日
〜
12
日

■
会
場
　
東
京
都
江
戸
川
球
場

■
成
績
　
ト
キ
ガ
ー
ル
ズ

︵
石
田
夢
來︵
下
関
︶︶

一
回
戦
敗
退

▶100㎞ウォーキング、大変おつかれさまでした。完
歩おめでとうございます。５日間で100㎞。１日20㎞。
うだるような炎天下の中、ハーフマラソンを一週間続
けるような過酷な挑戦に今年は19人の小中学生がチ
ャレンジしました。その間、いつもそばで見守ってく
れるお母さん、お父さん、家族との接触は一切禁止。
その状態で、１日目、２日目、肉体的にも精神的にも辛
くなってくる３日目、４日目。生まれて10年ほどの子
どもたちが、よくリタイヤせずに５日目のゴールを迎
えたかと思うと、言葉にできません。むしろ、親の方
が、耐えられなかったのではないでしょうか。来年、
うちの子はどうだろう？　（友）

編集室から

　村上中等教育学校マンガ部の横山未来さん（打上・５年）ら３人が、

高知県で開催された第 28 回全国高等学校マンガ選手権大会（マン

ガ甲子園）に出場しました。

　この大会は、予選、１次審査、決勝と出題されたテーマに沿って

一枚の紙に「まんが」を描くもの。今年は、出場校270校（海外含む）

が出場しました。横山さんらは全国 15 校が競う決勝まで進出。惜

しくも入賞とはなりませんでしたが、レベルの高い全国大会でみ

ごとな作品を作成してきました。

　ペンで使って描くチームが多いのに対し、横山さんらはコンピ

ュータやタブレットを使用。珍しい手法での作品制作は大変注目

されました。

横山未来さん（打上）マンガ甲子園出場！横山未来さん（打上）マンガ甲子園出場！
横
山
未
来
さ
ん
ら

村
上
中
等
教
育
学
校

マ
ン
ガ
部
の
作
品

み　 く
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N
o. 7

0
1
／

９
月

号

令
和

元
年

９
月

１
日

発
行

広
報
せ
き
か
わ 山

口

佳

郎
さ
ん

︵
辰
田
新
︶

　今年の成人式実行委員長を務めた、

山口佳郎さんに話しを聞きました。

①実行委員長として成人式を終えての

感想を教えてください。

　まずは、このような盛大な式にして

いただいた村に感謝しています。

　そして、同級生のほとんどが参加し

てくれて本当によかったです。どうし

ても都合が合わず出られなかった人に

もいずれはどこかで再会したいです。

なにより最高の一日になりました。

②佳郎さんは今、何をしていますか？

　今は、新潟柔整専門学校で柔道整復

師になるための勉強をしています。就

職先としては接骨院を考えています。

そして将来的には、開業したいと思っ

ています。今はそのための勉強に励ん

でいます。

③今、夢中になっていることはありま

すか？

　最近は、ストレッチをよくしていま

す。体が柔らかくなると動きも良くな

ってケガもしなくなり、痩せやすい体

づくりにもつながっていきます。空い

た時間があればストレッチすることを

心がけています。

④成人を迎えての決意を教えてくださ

い。

　これからは大人として社会の中で生

きていくので、しっかりと自分で考え、

責任を持った行動をしていくことが大

切になってきます。そういうものも学

びながら、日々成長していきたいと思

います。
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　外で遊ぶのが大好きな二人。伊織はサッカー、なわとび、走

ること。美南はブランコ、鉄棒、もう少しで自転車にも乗れそ

う。踊りも歌も大好き。ケンカもしょっ中してるけど、これか

らも仲良く笑顔をたくさん見せてね！！

　スポ少バレーボールでキャプテンを務め

ている長野優希さん（６年・上土沢）を紹

介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.93

　テレビで全日本の試合を見て、その諦めないプレーに憧れ、
４年生からバレーボールを始めた優希さん。上手くレシーブ
できたときや、狙ったところにサーブが入ったときはほんと
にうれしいとバレーの楽しさを話してくれました。得点を決
めるとチームメイトが集まってきて喜びを一緒に分かち合っ
ていました。

・女の子も憧れるカッコよさ！
・リーダーシップがある
・レシーブ、アタック、サーブ、
　全てができる

部員からみた優希さんは？

プレーだけでなく、精神的にも

中心となる選手です。

今以上に練習に励み、公式戦

初勝利を目指して頑張っていき

ましょう。

指導者の渡邉一史さんから
優希さんへ

アニメが好きで、映像を見ながら

声を合わせるのがすごいと思った

から。

将来の夢　声優

ゆうき

練習の成果を発揮して、

まずは一勝するぞ！練習の成果を発揮して、

まずは一勝するぞ！

成岡　伸 さん   淑枝 さん（高瀬）

伊 織 くん（７歳）

美 南ちゃん（５歳）

いおり

みなみ


